
横浜天声キリスト教会　　週報　第 13 巻 28 号（No.441）　　2018 年 7 月 15 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　１ペテロ 2:9　･････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　２５番　おおくのかむり

*交読文　････････････････ 　５０番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７４番　神の息よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　３８２番　ヨシュアにならい

メッセージ　･･････････････ 主を尊ぶ者は尊ばれ、軽んじる者は軽んじられる(１サムエル記 2:30)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　３９９番　さかえの王にます主の

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 今週は月曜から金曜まで、天声の全ての働き人はコーエン奉仕に

出ますが、その間の礼拝や祈祷会は有志で集って行っております。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　＿＿の財産と、全ての産物の初なりをもって主をあがめよ（カバド）。そうすれば、

＿＿の倉は満ちて余り、＿＿の酒槽は新しい酒であふれる。(箴言 3:10)

　わたしを尊ぶ＿＿を、わたしは尊び、わたしを卑しめる者は、軽んぜられるであ

ろう。(１サムエル 2:30)

　主はそのみ言葉に聞き従う事を喜ばれるように、燔祭や犠牲を喜ばれるであろ

うか。見よ、従うことは犠牲にまさり、聞く事は雄羊の脂肪にまさる。背く事は占い

の罪に等しく、強情は偶像礼拝の罪に等しいからである。(１サムエル 15:22-23)

　＿＿は、選ばれた種族、祭司の国、聖なる国民、神につける民である。

それによって、暗闇から驚くべきみ光に招き入れて下さった方の御業を、＿＿が

語り伝えるためである。＿＿は、以前は神の民でなかったが、いまは神の民であ

り、以前は、あわれみを受けたことのない者であったが、いまは、あわれみを受け

た者となっている。(１ペテロ 2:9-10)

メッセージ概要

　いよいよ今週、コーエン日本ラーニングセンターの第一サムエル記の講義が東京にて行われ、天声の働

き人はその奉仕と学びに行く。サムエル記を学ぶ上で知っておくべき重要なキーワードが３つある。それら

は、キリスト者が正しく人生を送って行く上でも重要な事柄である。今回、その３つのキーワードを学びたい。

　１つ目のキーワードは「間（  ין ベイン）に立つ」という言葉である。サムエル記には祭司、預言者、そして  ：בי

王が登場し、それぞれ活躍するが、彼らは皆、神と人の「間に立つ」  ために神から任命された者達である。

　預言者は神の言葉を人に届け、祭司は人々に代わって神に執り成し、王は神に代わって正当な統治を

地上で行うという「役割」があり、それは、私達キリスト者の役割でもある。キリスト者は皆、王族の祭司とされ、

闇から光へと招いて下さった方を伝える役割が与えられている事が書いてあるからだ。（１ペテロ 2:9）

　しかし、王や祭司、預言者という特権的な「地位」だけを求め、「役割」をないがしろにするなら、その者は

神から地位を剥奪されてしまう事例もまたサムエル記に記されている。大祭司エリの息子・ホフニとピネハ

スは、祭司の務めをないがしろにし、その特権を乱用して神への捧げものを人々から横取りし、神に仕える

女性に手を出して神を軽んじた。その結果、この一族は祭司職という地位を剥奪されてしまった。(2-4章)

　また、サウル王は、イスラエルで最初の王として神から任命されたのに、神の代理として正当な支配をせ

ず、神の言葉を退けたため、神は彼を王座から退けた。それでもまだ王座の「地位」に固執し、新たに王と

して任職されたダビデを殺そうと何年も追い回した結果、非常に悲惨な最後を遂げてしまった。(15-31章)

　世の人は「地位」を求めるが、私達は神と人との間（ベイン）に立つ「役割」を忠実に果たすべきである。そ

のような人にこそ神はさらに「地位」与える。もし地位に固執し特権を乱用するなら、取り上げられてしまう。 

　二つ目のキーワードは「  ד בד 、カバド」である。「カバド」は良い意味で用いられる場合は「栄光を捧げる  ：כב

あがめる、尊ぶ」だが、悪い用いられ方では、「頑な・強情になる、（罪や災いが）重くなる」の意味となる。

　祭司エリは自分の息子達を重んじ(カバド)、主を軽んじた為、主から言われる。「  わたしはわたしを尊ぶ

者を尊び（カバド）、蔑む者は軽んじる  (  ל לד 。カラル  )  」  (2:30)  。これは、サムエル記の重要キーワードである  ：קב

　エリは後に、神の箱が敵に奪われた事を聞いた時、倒れ、首を折って死んだ。体が重かった（カバァド）

からだ(4:18)。その時、彼の嫁は「栄光は去った」と言って、生まれた子にイ・カボテ（栄光なし）と名付けた。

　しかし神をカバドする事には大きな報いがある。『あなたの財産と、全ての産物の初なりをもって主をあが

めよ（カバド）。そうすれば、あなたの倉は満ちて余り、あなたの酒槽は新しい酒であふれる。』(箴言 3:10)

　また、もし主の聖日に自分の楽しむ事をせず、この日を尊び（カバド）、口を慎むなら、その人は主の喜

びに溢れ、良い地を受け継がせ、高い地位を乗り通らせて下さる事が約束されている。(イザヤ 58:13-14)

　結局、神をカバドせず、神を軽んじて、自分の欲望にカバドを置くなら、神から捨てられ（マアス）てしまう。

　三つ目のキーワードは、その「捨てる（  ס אד マアス）」である。イスラエルの王政は人々が神を退けて（マ：מב

アス）、人間の王を欲しがった所から始まった（8:7）。神はそれ故、王の圧制のために苦しんだとしても助け

ない事を、予め警告したが(11-18)、それでも民は聞かなかった。それで彼らは、後に苦しむ事になる。

　王となったサウルは、神から託された王権を正しく行使せず、神の命令を二度もマアスした（退けた）ので、

ついに神から言わる。「主はそのみ言葉に聞き従う事を喜ばれるように、燔祭や犠牲を喜ばれるであろうか。

見よ、従うことは犠牲にまさり、聞くことは雄羊の脂肪にまさる。そむくことは占いの罪に等しく、強情は偶像

礼拝の罪に等しいからである。あなたが主のことばを捨てた（マアス）ので、主もまたあなたを捨て（マアス）

て、王の位から退けられた。」(15:23)　御言葉に聞き従う事こそ、神に喜ばれる最良のいけにえなのだ。

　結局、御言葉を捨てる人は、神から捨てられ、御言葉を重んじる（カバド）人は、神からカバドされる。

神に召された私達は、神と人との間（ベイン）に立ち、神から与えられた賜物に従って、その与えられた役

割を忠実に行使して行くなら、神からさらにカバドされ、さらに多くの賜物が与えられ、地位が高くなり、さら

に神の国の働き人として重要な事に用いられていく。神に召されて栄光の務めができる事を喜び、有益な

者として神にますます用いられていく皆さんでありますように！イエス様のお名前によって、祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2部礼拝 　　　　　　　　　　　　　　 14:00

金曜徹夜祈祷会                    21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 13 巻 28 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018 年 7 月 15 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

